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概 要

ICT (情報通信技術) を用いて上下水道施設の維持管理業務を効率化する試みが活発化している。

今回，維持管理を受託する民間企業の立場から，現場従業員の ICTニーズのアンケート調査を行い，

ICTにより期待される効果，導入における留意点について考察した。
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1．は じ め に

厳しい財政状況の中，上下水道施設の老朽化が進み，

施設の維持管理に要する財源，人材の確保等が困難と

なり，効果的・効率的に維持管理していくことが課題

となっている。

こうした状況のなか，ICT (情報通信技術) を用いて

上下水道施設の維持管理業務を効率化する試みが活発

化している。今回，維持管理を受託する民間企業の立

場から，現場従業員の ICT ニーズのアンケート調査

を行い，ICT により期待される効果，導入における

留意点について考察した。

2．調 査 方 法

アンケートは平成 24 年末に常駐現場 302 箇所を対

象にして行った。

現場ニーズが高いと想定される ICT サービスを列

挙し，それらの現場ニーズ及びサービス利用における

留意点等を確認した。

3．アンケート結果

評価結果を図 1に示す。尚，評価結果には現状の受

託業務範囲外の為にニーズが顕在していないものも含

まれていたことを付記する。

1 ) 設備管理 (設備台帳)

システム化する事で故障・補修の履歴確認や修繕計

画の立案が容易になる等の理由から導入を希望する現

場が多かった。また，発注者のアセットマネジメント

実施におけるベースデータになることから，発注者か

らの導入要望も高まっていたと推察された。

留意点：システム構築時の現地調査及び初期データ投

入に多くの工数を要する事である。また，受託者がア

クセス可能な保全情報には制約があり，受託者はすべ

ての情報を把握できないこと等である。
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種 目 概 要

1 タブレット点検 ペーパーレスで設備機器の日常，法定

点検等を実施してデータベースを構

築。遠隔施設の点検成果を事務所とタ

イムリーに共有する。

2 設備管理 (設備台帳) 設備機器の仕様やその保全履歴，部品

在庫管理等の関連情報をデータベース

で一元管理する。

3 ウェブカメラ監視シス

テム

遠方機器や安定動作に懸念のある機器

の運転状態を事務所で監視する。

4 報告書作成支援 Excel-Macro 等でデータ収集し，各種

報告書 (日報，月報等) へ自動転記す

る。

5 ビジュアルマニュアル 技術継承の難しいメンテナンス作業等

を動画，写真，テキスト，音声を組み

合わせたマニュアルを編集し，タブ

レット端末や PCで共有する。

6 場外施設の遠方監視 遠隔施設の警報通知に加え，より詳細

な運転監視をデータ通信 (無線) とイ

ンターネットで実現する。



2 ) ビジュアルマニュアル作成

従業員の技術力の均質化や，経験の浅い従業員の教

育資料として活用するとの理由からニーズが高かった。

留意点：映像を撮影して編集する作業に相応の手間が

かかる点である。

3 ) ウェブカメラ監視システム

小規模で場外施設等の監視対象が多数ある施設での

ニーズが高い傾向にあった。

留意点：地下管廊や屋内の通信インフラが不十分で，

設置できない場所があることである。

4 ) 報告書作成支援

書類の種類が増加し，一つの入力データを多くの書

類に記入することが多い為，転記ミスを防ぎ事務作業

を効率化できる点でニーズが高かった。

留意点：現場のエクセル・VBA対応スキルの底上げ

が重要である。

5 ) タブレット点検管理

点検結果を直接データベースへ入力する事により，

点検報告書を事務所で改めて作成する手間が省ける事，

遠方施設から結果をサーバに送信し，事務所と共有で

きることでニーズが高かった。

留意点：タブレットに慣れるまで紙よりも点検時間が

長くなること，IT機器が苦手な世代への浸透に苦労

する点，現場の通信インフラが十分でないこと等であ

る。

6 ) 場外施設の遠隔監視

運転状態を中央監視室並に把握でき，軽微な警報で

の緊急出動を減らせる点でニーズが高かった。

留意点：監視する施設に寄っては導入時のコストが膨

大である。現状は監視の利用が殆どであるが，今後は

遠隔制御の需要が増加すると予想される。

4．結 論

今回の調査では，前回調査 (2009 年) 時に比べ，

ICT を利用したサービスが拡大してきている。特に，

クラウド，スマホ等，安価に利用できる端末および

サービスが充実してきたことにより，維持管理現場の

導入に弾みがついてきた。

また ICT の導入にあたりいくつかの留意点も確認

され，特に ICT を絶えず有効に活用できるように，

管理運営体制を構築することが重要である。また，セ

キュリティに関しても，十分に考慮する必要がある。

今後，上下水道施設を効率よく維持管理していくた

めには，ICT 導入が不可欠であり，迅速に導入を進

めるための情報の収集と人材の育成がカギとなる。
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